


別表1（第2条、第6条関係）
省エネ改修工事
	１ 開口部の省エネ改修 補助対象となる工事
	単位当たりの基準額

	
	省エネ基準レベル
	ZEHレベル

	(1) 内窓設置
(2) 外窓交換
	【小】窓の面積が 0.2㎡ 以上 1.6㎡ 未満
	120,000 円
	 / 箇所
	160,000 円
	 / 箇所

	
	【中】窓の面積が 1.6㎡ 以上 2.8㎡ 未満
	144,000 円
	 / 箇所
	192,000 円
	 / 箇所

	
	【大】窓の面積が 2.8㎡ 以上
	184,000 円
	 / 箇所
	248,000 円
	 / 箇所

	(3) ガラス交換
	【小】ガラスの面積が 0.1㎡ 以上 0.8㎡ 未満
	24,000 円
	 / 枚
	24,000 円
	 / 枚

	
	【中】ガラスの面積が 0.8㎡ 以上 1.4㎡ 未満
	48,000 円
	 / 枚
	72,000 円
	 / 枚

	
	【大】ガラスの面積が 1.4㎡以上
	72,000 円
	 / 枚
	96,000 円
	 / 枚

	(4) ドア交換
	【小】ドアの面積が 開戸 1.0㎡ 以上 1.8㎡ 未満
	240,000 円
	 / 箇所
	320,000 円
	 / 箇所

	
	ドアの面積が 引戸 1.0㎡ 以上 3.0㎡ 未満
	
	
	
	

	
	【大】ドアの面積が 開戸 1.8㎡ 以上、引戸 3.0㎡ 以上
	272,000 円
	 / 箇所
	360,000 円
	 / 箇所

	※1　窓の面積は内窓もくしは外窓のサッシ枠の枠外寸法とします。内窓設置には内窓交換も含まれます。ガラスの面積はガラスの寸法とします。
※2　ドアの面積は戸枠の枠外寸法とし、屋外から施錠できる建具を原則「ドア」とします。（屋外から施錠できない建具は、原則、「外窓」とします。）
※3　ZEHレベルは、熱貫流率1.90W/㎡・K以下に、省エネ基準レベルは、熱貫流率2.33W/㎡・K以下に適合するように施工するものとします。
※4　ZEHレベルは、改修後に耐震性が確保されることが必要です。
※5　２箇所以上の開口部について改修工事を行ってください。
※6　既に各項に掲げる基準を満たしているものは対象外となります。

	

	

	

	

	2 躯体・設備等の省エネ改修 補助対象となる工事 
	[bookmark: _GoBack]単位当たりの基準額

	
	省エネ基準レベル
	ZEHレベル

	(1) 屋根又は天井の改修工事
	断熱材の区分が A ～ C のもの
	53,000 円
	 / m3
	72,000 円
	 / m3

	
	断熱材の区分が D ～ F のもの
	91,000 円
	 / m3
	123,000 円
	 / m3

	(2) 壁の改修工事
	断熱材の区分が A ～ C のもの
	149,000 円
	 / m3
	201,000 円
	 / m3

	
	断熱材の区分が D ～ F のもの
	224,000 円
	 / m3
	302,000 円
	 / m3

	(3) 床の改修工事
	断熱材の区分が A ～ C のもの
	184,000 円
	 / m3
	245,000 円
	 / m3

	
	断熱材の区分が D ～ F のもの
	276,000 円
	 / m3
	368,000 円
	 / m3

	(4) 節水型トイレへの取替え
	JIS A5207に規定する「節水Ⅱ形大便器」と同等以上の節水（洗浄水量が6.5ℓ以下であるもの）を有し、下記①～③のいずれかを満たすもの
①総高さ700㎜以下に低く抑えていること
②背面にキャビネットを備え、洗浄タンクを内包していること
③便器ボウル内を除菌する機能を備えていること
	110,000 円
	 / 箇所

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(5) 高断熱浴槽への取替え
	JIS A5532に規定する「高断熱浴槽」と同等以上の性能を有すること
	416,000 円
	 / 箇所

	(6) 節湯水栓への取替え
	JIS B2061に規定する「節湯形」の水栓と同等以上の機能を有するもの
	57,000 円
	 / 箇所

	※7  　断熱材の区分…　A～C区分：熱伝導率（W/m・K）0.052～0.035 、 D～F区分：熱伝導率（W/m・K）0.034以下
※8 　 省エネ基準レベルは、断熱等性能等級4に、ZEHレベルは、断熱等性能等級5に適合するように施工するものとします。
※9　  ZEHレベルは、改修後に耐震性が確保されることが必要です。
※10　基準への適合性については既存の断熱材分も見込んで判断いただいて差し支えありません。　　　　

	

	






